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1研 究の目的と経過

レバノンの首都 ・ベイルー トの南約80kmに あるティール市には、世界文化遺産 「フェニキアの

中心都市として栄えた港町ティール」がある。フェニキア時代の遺構はまだ未解明であるが、列

柱道路 ・公共浴場 ・劇場 ・水道橋 ・戦車競技場などのローマ時代の遺構が発掘 され、保存修復 さ

れている。

ティールの世界遺産地区の東約3㎞ の丘陵裾にはローマ時代からビザンチン時代にかけての地

下墓 ・掘込墓が多数営まれている。この一角のラマ リ地区に本研究の対象である地下墓TJO4が 所

在する。TJO4は 既に開口していて墓室内部はかなりの損傷を受けていたが、2002年 の西山らによ

る調査によって壁面と天井に色鮮やかな壁画を発見 し、さらに2003年 ・2004年の調査によって墓

室内部に落下堆積していた土砂中より多数の壁画片と石材を発見 し、これらを原位置に戻せば、

TJO4墓 室の壁画および墓室を復原できることが判明した。これらの成果を基礎にして、2005年 度

には、落下した石材の原位置への復帰を開始 し、全墓室の半ばを修復することがで きた。修復 と

並行して、地下墓構造石材の材質分析、壁画顔料の組成成分分析、壁画の汚れを除去 して壁画を

強化するテス トとともに温湿度 ・照度 ・紫外線強度 ・二酸化炭素濃度 ・大気汚染などの保存環境

調査 を実施し、将来のTJO4地 下墓の良好な保存環境の確保の研究も進めた。

2006年 度は引 き続きTJO4地 下墓の保存修復 ・整備を継続する予定であったが、2006年7～8月

にイスラエルのレバノン侵攻が勃発 し、最終段階にあった準備を中断し夏季の作業を断念せざる

を得なくなった。多くの犠牲者を出した戦闘も一ヶ月余で終結 し、安全を確認 し、かつ大輻に調

査期間 ・研究項 目を縮小 して、11年3月 に2週 間ベイルー トとティールを訪れ、主として出土

遺物の実測 を行った。

2007年 度は、夏季にTJO4地 下墓の保存修復 ・整備を完成し、貴重な壁画地下墓 として公開する

11:年9月4日 受理 ●文学部文化財学科教授
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ことを目指 していたが、 レバノン北部 トリポリでの戦闘が勃発 して、組織 していた調査隊の派遣

を中止 し、教員 ・研究者のみの調査体制に縮小 して研究を実施 した(2007-1)。 その後、 トリポ

リでの戦闘も収束 し現地の安全を確認し、学生を含む調査隊を組織 して2008年2～3月 に派遣し、

TJO4墓 室の修復、遺構 ・遣物の写真撮影 ・実測、環境観測、顔料の材質分析などを完了すること

ができた(2007-2)。 現地においてレバノン考古総局長、在 レバノン日本大使等を迎え完成式を

挙行 し、4年 間5次 にわたる修復研究を終了 した。

地下墓TJO4平 面 プラン(3次 元計測 ・下段納体室レベル)

レバノン共和国地形図

22007年 度の研究計画 と体制

前述のとおり2007年 度は2㏄厚年8～9月 の夏季 と2008年2～3月 の春季の2次 にわたって現地

での調査 と修復を行った。

(1)2007-1(2007年8月20日 ～9月9日)の 計画と圏査体制

計画1墓 室床に落下の地下墓構造石材 ・壁画石材の原位置復帰

2欠 失構造石材の同質石材での修復

3亀 裂のある納棺棚天井の金属製支持台の作成設置

4脆 弱化 した石材の強化

5温 湿度 ・照度 ・紫外線強度 ・二酸化炭素濃度 ・大気汚染などの保存環境調査

6壁 画顔料の組成成分分析、天然顔料採掘地の探索

体制

調査隊

西山 要一(奈 良大学文学部文化財学科 ・教授、保存科学 ・修復)

松田 正昭(考 古学研究)
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池 之上 晃敏(株 式会社 アク ト ・社 長、石材強化)

ガ ビー ・マアマ リー(バ ラマ ン ド大学 ・教授、絵画技法 ・顔料の研 究)

ア ド バ イ ザ ー(カ ウ ンターパー トナー)

ア ッサ ド ・セイフ(レ バ ノン考古総局 ・次長)

ア リ ・バ ダウ ィ(レ バ ノ ン考古総局 ・調査官)

ナ0デ ル ・シクラウィ(レ バ ノン考古総局 ・調査官)

現 地世話人

アーメル ・シクラウィ(歴 史研究者 ・デ ルカヌー ン学校 教員、ワーカー総括)

ア リ ・サ イー ド(生 物化学研究者 ・デル カヌー ン学校 教員、 ワーカー総括)

(2)2007-2(2008年2月22日 ～3月15日)の 計画と調査体制

計画1墓 室石扉 と階段の修復

2保 護扉の製作 ・設置

3墓 室 ・納棺室の実測 と隣接する石切場の実測

4石 材の強化処理 と修復

5壁 画のクリーニングテス ト

6温 湿度 ・照度 ・紫外線強度 ・二酸化炭素濃度 ・大気汚染などの保存環境調査

7出 土遺物の実測 ・写真撮影

8壁 画顔料の組成成分分析

9壁 画の歴史と描法の研究

10修 復完成式の挙行

体制

調査隊

市川 良哉(学 校法人奈良大学 ・理事長、奈良大学代表)

中川 富幸(奈 良大学学生課 ・課長補佐、秘書)

西山 要一(奈 良大学文学部文化財学科 ・教授)

辛 長河(奈 良大学大学院文学研究科文化財史料学博士後期課程)

倉賀野 健(奈 良大学大学院文学研究科文化財史料学博士前期課程)

中山 真吾(奈 良大学大学院文学研究科文化財史料学博士前期課程)

板垣 泰之(奈 良大学文学部文化財学科 ・3回 生)

中谷 可奈(奈 良大学文学部文化財学科 ・2回 生)

石郷岡 怜(奈 良大学文学部文化財学科 ・1回 生)

バ トリッィァ ・ロ ・サル ド(lstitutoItalianoArteArtigianatoaRestauro教 授)

武束 祥子(lstitutoItalianoArteArtigianatoaRestauro・ 学生)

小林有紀子(lstitutoItalianoArteArtigianatoaRestauro・ 学生)

泉 拓良(京 都大学大学院文学研究科 ・教授)
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松田 正昭(考 古学研究)

池之上晃敏(株 式会社アクト・社長、石材強化)

ガビー ・マアマリー(パ ラマ ンド大学 ・教授、絵画技法 ・顔料の研究)

アドパイザー

アッサ ド・セイフ(レ バノン考古総局 ・次長)

アリ ・バ ダウイ(レ バノン考古総局 ・調査官)

ナーデル ・シクラウィ(レ バノン考古総局 ・調査官)

現地世話人

アーメル ・シクラウィ(歴 史研究者 ・デルカヌー ン学校教員、ワーカー総括)

32007年 度研究の成果

(1)暮 室石扉と階段の修復

地下墓TJO4の 墓室入口の石扉 と階段の修復を行った。石扉は二枚の扉 と上下の椎の4つ の部分

から構成 されている。そのうち一枚の扉は3片 に破損 していたものの全体が揃い、下部の枢 も完

形で発見していたが、上椎は半分のみ残存、一枚の扉は失われていた。

そこで、扉一枚 と下梶はオリジナルを使い、失われた扉一枚は新しい石材で、上枢は残存する

部分 をモデルにして新 しい石材で製作 し、墓室入口の扉を組みあげた。

階段は、上方は岩盤の削 りだ し、下方は加工石材を用いて作られていたが、下方の2段 分の石

材が失われていた。一石は墓室内から発見 した石材を設置 し、一石は新材を加工 して設置 し、階

段 を修復 を完了した。

修復を完了した扉(墓 室内より) 修復を完了した階段
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(2)保 護扉の製作

保護扉は、外部からの太陽光 と紫外線を防ぎ、また、墓室内の温度と湿度の変化を抑制する役

割を担う。保護扉は鋼鉄材で製作 しワインレッドのペイン トを塗布 して、墓室石扉の外側に設置

した。この際、保護扉の枠 と岩盤との隙間にはモルタルを充填 して外気からの遮断を図った。ま

た、墓室入口の内側、墓室に突 き出るように半径1mの 半円形の観覧用のスチール製スタンドを

設置した。このスタンドは、.今後の壁画や墓室内環境の経時観察にも利用する。

噸

磁き ヂ
麟潮

雌
頑ひ

'譲 騨

トま ぺ
じ

舞癒
鷲姦藩
、 醸静

保護犀と観察スタンドの製作 設置を終えた保護扉

(3)墓 室の修復

2005年 度に続いて墓室の修復を行った。オリジナル石材、特に墓室の前面の壁画のある石材に

ついては壁画の配置 ・描法を考慮 しながら設置した。北 ・東 ・南壁の上部と西壁の壁画の残存 し

4

罵 、1～

新石材の加工

耳
慮

オリジナル石材の設置
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総 合 研 究 所 所 報

ていない箇所の石材については、形 ・大きさから原位置を推定して設置し、また、欠失する部分

にはレバノン考古総局か ら譲 り受けた石材および新石材を加工して設置した。墓室内より発見さ

れ修復に利用 した石材すなわちオリジナル石材は39点 、レバノン考古総局より提供を受け修復

に利用 した石材は42点 であった。

き藷

墓室に転落していた石材は壁画の有無、形・大きさなどを調査して原位置を推定し設置した

北 壁 東 壁
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南 壁

■塁
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西 壁(入 口)

(4)TJO4の 墓室 ・納棺室の実測と石切場の実測

墓室の北壁 ・東壁 ・南壁 ・西壁、階段の北壁 ・南壁、および納棺室EL2-1,SL2-0,SL3-0の 実測を

行い、TJO4の 遺構すべての実測を完了 した。

また、地下墓TJ(?4に近接する石切場の実測 も行った。この石切 り場は興味あるかつ重要な遺構
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総 合 研 究 所 所 報

である。ローマ時代あるいはビザンチン時代の石工たちはこの遺跡から石材を切 り出し、墓や建

物を建造 したものと思われる。

鱗

墓室東壁の実測

嘱 鴨轡麟 濾灘 討

'

汽 ゴ 〆・ 蹴

㌔、

傭

石切場の実測

隔

(5)石 材の強化処理と修復

地下墓TJO4の 石材には風化 し脆弱化したものがあり、そのうち13個 の石材を珪酸塩樹脂OH100

とOM25(と もに ドイツのワッカーケミの商品)を 使って強化処理を行った。

な を

譲蒔

Y墾 墜

毒 塗層
スプレー法による樹脂含浸 ・弛化

__一 繕

譜 羅

A盛

tダ

`

3

スポイ ト滴下法による樹脂含浸 ・強化

(6)壁 画のクリー=ン グテス ト

壁画の汚れを除去するために数通りの物理的方法と化学的方法を試みた。物理的方法としては

特殊なスポンジであるウイシャブとメスを使い、化学的方法 としては炭酸アンモニウム、および

重炭酸アンモニウム ・EDTA・CMCな どの混合クリーニング剤であるAB57を 使った。

汚れの軽い部分ではウイシャブと炭酸アンモニウムの1z.s%水 溶液で容易に汚れを除去すること

ができた。汚れの比較的強い部分では、ウイシャブと炭酸アンモニウムの25%水 溶液で、汚れの
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強い部分はウイシャブとAB57を 使用 した。汚れの程度に応 じてクリーニング法を選択する必要が

ある。 しか し、天井の壁画表面で層をなす堅固な油脂性の汚れはウィシャブとAB57を 使っても除

去することはできなかった。

今回クリーニングを試みた方法は、広 く世界中で壁画クリーニ ングに使われていて、壁画に悪

影響を与えず安全性の高い方法である。テス トで得た結果を十分に検討し、今後もクリーニング

を継続 したい。

ウイシャブを用いたクリーニング(北 壁) メスで厚い汚れを剥がす(天 井)

鍵

諮
び
ぬ
講

最酸アンモニウム水溶液を用いたクリーニング(左:西 壁、右:天 井)

、

炭酸アンモニウム25%水 溶液を用いたクリーニング(東 壁)

(左:ク リーニング前 右:ク リーニング後)
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(7)環 境の測定

地下墓TJO4の 墓室内と外部で温度 ・湿度 ・二酸化炭素濃度を測定 した。この測定の結果か ら、

墓室内の温度 ・湿度の変化は少な く極めて安定 していることが明 らかとなった。これは壁画の保

存にとって好条件で、壁画が良好な状態で現在まで保存されてきた理由の一つがここに示されて

いる。

しかし、墓室内で8名 が作業を行 うと、作業開始前の二酸化炭素濃度α04%が0.17%ま で急上昇

する。高濃度の二酸化炭素は壁画の色槌せを引き起こす恐れがあるので墓室内での作業では十分

な注意を要す る。

また、将来のTJO4墓 室の公開に際 しても見学者や見学時間の制限が必要であろう。

壁面表面温度の測定

・病
、

箏

嵐
駕

挙

、-1ず.1:魁 、

二 酸 化 炭 素 濃 度(CO2)の 測 定

黙

藝
秦

壁画の色彩変化調査

大気汚染調査
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(8)出 土遺物の実測 ・写真撮影

2003年 の調査開始以来出土 したTJO4の 土器 ・ガラス器 ・金属器 ・壁画等の遺物の実測 と写真撮

影を行った。遺物の記録作成は全て完了 した。

纒
凱

麟。ゆ、/く騰

、r

遺物の実測風景

勘

、

蕾

一欝

n…ノ

購
膿
溶

柱(鉛 棺の破片)の 実測図

(9)壁 画顔料の組成成分分析

顔料の組成成分分析を蛍光X線 分析装置(XRF)、X線 回折分析装置(XRD)を 用いて行った。

分析対象は、地下墓TJO4の 壁画の顔料試料9点 、およびガビー ・マアマリー氏がレバノン各地で

採取 した鉱石から氏 自身が製造 した36点 の顔料試料である。分析はいずれも奈良大学に設置 され

ている装置を使用 した。

なお、分析データは現在解析中であり、ここにはTJO4の 顔料試料の蛍光X線 分析のデータのみ

を掲載した。

蛍光X線分析 TJO4壁画の顔料分析試料

.・
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TJO4壁 画顔料試料の蛍光X線 分析結果(XRF)

Sample Si S K Ca Fe C叫

1Green-12.85 11.48 0.82 4.31 70.72 4.54 9.05 0.23

一24.98 5.2 2.03 3.01 83.18 4.15 5.4

一31.02 10.24 1.8 5.21 69.83 0.21 11.69

average1.62 8.97 1.55 4.18 74.58 0.3 8.73 a.23

Si S Ca Fe

1Plaster-42.56 2.45 94.33 0.11 0.55

暉50.64 0.43 98.92

一64.14 0.65 94.63 0.07 a.si

average2.45 1.16 95.98 0.09 0.53

Mg Si S K Ca Fe Cu

2Green-15.2B 16 0.54 2.43 68.04 0.69 s.s$

一20.99 14.6 1.18 3 :: 1.15 8.67 3.67

13.18 0.72 2.76 69.04 0.58 13.69 O.04

24.37 0.57 8.3 47.58 0.26 18.83 o.OS

average3.13 17.04 0.76 4.12 82.8 i.: 12.02 1.28

Si S K Ca F9

2Blown-59.9 1.01 0.71 84.81 4.42 3.14

一611 .14 0.76 o.7z 81.89 0.33 25.16

一79 .11 0.71 2.1 73.8 0.85 13.64

一88.85 x.02 0.83 80.03 1.25 7.01

average9.75 1.13 1.09 75.88 0.71 12.24

Si s K Ca 而 Fe

2Plaster-97.91 0.55 o.s8 88.49 0.24 1.92

一104 .2 0.59 o.ss 93.93 0.12 0.48

一112.62 0.37 4.6 _, 0.11

average4.81 0.5 0.72 s.: 0.16 1.02

Si S K Ca Fe

3Glay-1 1.83 1.76 1.03 1{; o.rr 1.43

一2 1.95 .; 1.09 .; 0.4 1.54

一3 1.91 1.16 1.25 93.06 0.25 2.26

1.91 1.16 1.25 93.06 0.25 2.28

一5 3.38 1.23 4.84 82.07 0.14 2.16

1.5 1.08 1.15 93.9 0.26 2.03

AVgfSQe 2.05 1.39 1」 93.14 026 1.95
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Si S K Ca Ti Fo

3Plaster-7 2.53 o.ss 0.59 96.15 O.02 0.18

一8 8.3 1.02 o.7 88.72 0.19 o.sa

一9 ・, 1.35 0.82 92.09 O.02 o.s3

average 5.26 0.92 0,7 92.32 o。08 O.57

Si S K Ca Fe

4Red-1 5.26 o.a3 0.72 78.Q2 0.16 15.21

一2 17.5 0.47 0.62 79.13 0.13 1.68

ys.ss 0.62 0.61 75.fi3 0.22 6.38

4 14.07 O.54 0.63 s2.s2 0.23 1.79

avera●e 13.3 O.52 o.ss 7s.s 0.19 6.27

Si S K Ca Ti Fe

4Plaster-5 5.13 0.35 0.6 93.3 0.12 o.s3

卿6 5.34 0.49 0.66 a2.si 4.11 o.ss

.7 s.s2 o.ss a.s 89.3 o.08 0.38

average .一. 0.46 0.62 91.84 Oj i.

Si S K Ca 而 Fe

5Red-1 4.29 0.55 0.75 79.62 0.25 14.38

一2 3.81 0.6 1.1 76.92 o.2s 17.14

4.53 0.77 1.19 89.24 0.45 23.65

average 4.21 is 1.01 75.26 0.33 18.39

Si S K Ca Ti Fo

5Yellow-4 s.ss a.as 1.11 88.05 0.27 3.32

一5 4.66 0.44 0.97 91.16 0.36 2.28

一6 3.52 0.54 0.65 89.33 0.1 5.73

一7 5.05 0.7 0.81 89.92 0.25 +s

average 4.97 0.53 0.89 89.62 0.25 3.61

Si S K Ca Tf Fe

3Plaster-8 7.33 o.s o.ss 91.14 O.06 0.15

一9 2.02 o.4s 0.62 s;i o.≫

average 4.68 4.49 0.64 93.61 0.06 0.43

・11
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Si S K Ca Fe

5Gn3en-10 9.31 0.52 4.04 76.35 0.49 9.12

一11 7.34 o.s2 2.99 79.32 o.sa 8.55

一12 9.92 o.7s 3.96 77.97 0.92 6.28

average 8.86 0.7 .. 77.88 0.75 7.98

Si S K Ca Ti Fe

6Blown-1 4.81 1.01 1.44 83.4 o.3s 9.23

一2 1.32 o.sa 0.74 90.19 o.7s 6.03

2.78 0.7 0.8 86.78 0.1 8.72

average 2.97 0.85 0.86 86.79 0.4 ..

Si S K Ca Ti Fe

8Yellow 2.13 o.aa 1.04 89.75 o.aa 8.4

一5 4.4 o.ss 0.91 90.65 0.13 3.23

3.82 o.s 1.06 89.88 0.07 4.42

average 3.45 0.55 1 go.09 0.09 4.68

Si S K Ca Ti Fe

6Plaster-7 5.28 i:. 0.63 ., 0.15 0.21

一s 1.4 0.65 0.63 96.8$ O.25 0.08

一9 2.25 0.85 0.68 85.27 0.29 Q.74

average 2.31 0.65 0.65 95.7 0.23 0.34

Si S K Ca Fe

7Red-1 7.24 o.$s 0.8 64.28 o.7s 25.$5

一2 4.59 O.97 0.72 73.26 0.84 19.49

一3 5.12 1.77 0.75 67.29 2.84 22.08

一4 3.64 1.1 o.s7 79.38 1.31 13.79

average 5.15 1.1$ 0.74 71.05 1.44 20.3

Si S K Ca Ti Fe

7Yel{ow-5 4.69 0.79 o.7s 91.16 0.94 1.54

一s 8.79 o.aa o.$ 88.24 !y 2.42

一7 2.27 0.59 0.6 93.63 o.59 2.21

4 o.ss 0.64 92.48 0.65 1.44

average 4.84 0.63 0.73 go.88 0.81 1.9
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Si S K Ca Ti Fe

7Plaster-9 1.94 o.as o.s2 96。6 0.17 0.14

一10 1.46 0.74 0.57 85.33 1.47 0.32

一11 3.83 0。54 0.64 83.64 0.21 1.15

即e「D 2.34 0.57 0.61 95.18 o.s2 o.sa

Si S K Ca Fe

8Yellow-1 3.39 0.49 0.72 85.24 0.47 9.52

一2 2.18 o.s2 0.79 93.52 0.16 z.ss

一3 6.35 0.79 0.77 ss.z o.sa 5.08

average 3.97 o.s3 0.76 88.32 0.42 5.73

Si S K Ca r Fe

BPIaster-4 4.66 o.ss 0.81 82.3 o.zs 1.12

一5 3.87 o.sz 0.66 94.41 0.17

一6 3.73 0.6 o.rr 94.31 0.16 0.2

average 4.09 0.59 0.75 93.67 0.21 0.66

Si S K Ca Fe

9Red-1 5 1.21 1.26 70.490.43 21.36

一2 1.67 2.53 0.65 75.48 0.27 19,23

一3 3.47 1.34 1.17 55.4 0.37 :IK

一4 z.ss 3.03 1.12 70.29 0.1422.66

average 3.18 2.03 1.05 67.92 a.s 25.32

Si S K Ca Fe

9Plaster-5 2.sa o.s8 0.65 95.85 0.01

一s 1.93 i 0.61 ..;. 0.03 0.22

一7 4.72 2.15 0.78 91.45 0.08 0.4

average E. 1.07 0.68 94.7 α04 0.31

(10)壁 画の歴史と描法の研究

ティール近郊の壁画の描かれている地下墓3基 の現地調査を行った。

アル ・クライルの地下墓は左右と奥の壁に11の納棺棚が設けられ、その一つには石棺が挿入さ

れている。そして天井全面に、緑 と赤の葉枝を円形に1/4ずつ重ねて描 き、各円の中央には緑と赤

の八弁の花を描いている。現在、墓室の右側天井部分が道路建設により大きく挟 りとられ、納棺

棚は盗掘により破壊されている。しかし、天井の壁画の保存状態は良好で天井以外の破損は少な

いo

デ ル ・カヌー ン ・ラス ・アライ ンにある壁画地下墓 は左右 と奥 の壁 にllの 納 棺棚 があるほか、
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アル ・クレイルの壁画地下墓

、

、

贈 一辱悔9漉 醐 伽 ・然`あ 静

一

5

　4愚

デル ・カ ヌ ー ン ・ラ ス ・ア ライ ンの壁 画地 下墓

ボルシュ ・アル ・シャマリの壁画地下墓

獅子の顔と花綱の浮き彫 りのある石棺が墓室床の奥に置かれている。そして壁には神の顔、兎、

葡萄、果物、花、大理石模様が、天井には太陽 ・月 ・鳥 ・花が緑 ・赤 ・黒などの顔料で描かれて

いる。現在、納棺棚は盗掘によって大きく破壊され、壁画は地下墓上の農園から浸潤する過剰な

水によって壁画の基体である漆喰壁のカルシウムが溶出してスポンジ状に劣化 し、あるいは剥落

して、消滅寸前の状況にある

ボルシュ ・アル ・シャマリにある地下墓は、床に掘 り込みの棺が7基 あり、壁には孔雀のほか

食用の鳥、魚、パン、肉、葡萄酒壷、そして花綱の下には銘文が記されている。天井には鳥と花

を描いている。現在、掘 り込み石棺は盗掘によって大 きく破壊されているが、壁画はさほどの破

壊は受けていず保存状態は極めて良好である。

以上の3か 所の壁画地下墓について写真と簡単な記録を作成 した。今後も、壁画の歴史とこの

地域の特性の研究を続けていきたい。

(11)TJO4修 復党成記念式典

地下墓TJO4の 保存修復完成記念式典を2008年3月lI日 に執 り行った。

12時 より地下墓TJO4の 前において 学校法人奈良大学市川良哉理事長の開会の挨拶 と、 くす玉わ

り、鍵の贈呈、地下墓墓室の公開を行った。

13時からは会場をティール市のクイーン ・エリッサ ・ホテルに移し、市川良哉理事長の挨拶、

一aas
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レバ ノン考古総局 フレデ リコ ・フセイニ局長、黒 田義久在 レバ ノ ン日本全権大使 、アマ ラ ・ワダ

郡助役の各氏 か ら祝辞を頂戴 した。 その後、祝宴 を開 き15時 に 閉会 した。

祝賀列席者は以下の とお りである。

招 待

[レバ ノン共和国1

フ レデ リコ ・フセイニ(レ バル考古総局局長)、 ア ッサ ド・セイフ(レ バル考古総局 ・次長)、 スー

ジー ・ハキ ミア ン(ベ イルート国立博物館 ・館 長)、 ア ンナ ・マ リエ(rDL",nTn編 集 長)、 アリ ・バ

ダウィ(レ バル 考古総局 ・調査官)、 ナーデル ・シクラウイ(レ バノン考古総局 ・調査官)、 ガビー ・

マアマ リー(バ ラマンド大学 ・教授)、 ハ ッサ ン ・バ ダウ イ(レ パル 大学 ・教授)、 アマ ラ ・ワダ

(ブ ル ジュ ・アル ・シ ャマ リ ・助役)、 アーメ ル ・シク ラウ ィ(デ ル・カヌーン学校 ・教諭)、 ハ リ

ル ・マ ダニ(調 査事務所管理)

旧 本国1

黒 田 義久(在 レバ ノ ン日本全権大使)

主 催 者

市川 良哉、 中川富幸、西 山要一、泉拓良、松 田正昭、辛長河、倉 賀野健、 中山真吾、小林有紀

子、板垣泰 之、 中谷 可奈、石郷岡怜

＼

ei

、〆 ㌻ご 壕
ミ

険 ～繭
。。尊蝉6も

饗 弩

くす 玉 割 り

愈 …
曳,

磯

メ

,z,i購 轍 』 伽
脚囎 野

,・鰻::。 ・.

舞
ヤ

の,'伽 、陶 ・

鍵の贈呈

A

r

繧
/
♂

鑑
葵 ジ ・へ

釜 熱1
壁 一 ・ 戴 …温噛 麟,

記念プレート(日 本語 ・アラビア語 ・英語)

妻

汽 へ{・ ・曜

ヒ ドレぬ

♂ 婁 箋轟 一娠孝賑}

一 鰹 一 譜

祝辞(フ レデリコ・フセイニ考古総局長)
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祝辞(黒 田義久在 レバノン日本大使)

阻 〔閃,闘 鴫購 剛餅

β

祝 宴

お わ り に

今回、地下墓TJ〔}4の墓室、納棺棚、階段等の修復、および遺構、遺物の記録を完了することが

できた。TJO4の 修復研究の4年 目、すなわち最終年の研究として最高の成果を得ることができた。

これ らの成果を基礎にして、地下墓TJO4の 構造や性格を明らかにし、最良の保存環境を求める研

究を続け、X11:年 冬には正式報告書にまとめる予定である。

地下墓TJO4の 墓室の壁に掲げた記念プレー トには、私たち研究ス タッフの意気込みと思いをこ

めて、次のように記 した。

地 下墓TJO4修 復 の 記

日本国 ・奈良大学とレバノン共和国 ・文化省考古総局は協力 してティ・一ル市郊外ラマリ

地区に所在するローマ時代地下墓TJO4の 保存修復研究を2004～2007年 度の4か 年にわ

たって実施 した。本研究には日本 とレバノン両国の保存科学 ・修復学 ・考古学 ・地理

学 ・美学美術史学 の研究者 ・大学生およびティール県住民など延べ100名 が参加 し、お

のおのが持てる知識 ・技術 ・感性を発揮 して一致協力 して研究にあた り、古代 レバノン

文化を明らかにするとともに地下墓の修復を成 しとげた。保存修復の完成にあたり、本

研究が日本 とレバノンの学術交流の成果であることを確 認 し、両国民の友好の証である

とともに平和 と発展 を願うものである。

2008年3月

日本国 ・学校法人奈良大学

理 事長 市 川 良 哉
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追記 本研究は学校法人奈良大学創立80周 年を記念 して企画 し、80周 年記念寄付金、奈良大学総

合研究所特別研究費、私立学校教育学術振興資金、アジア福祉教育財団助成、文部科学省科

学研究費補助金等の多 くのご援助のもとに実施 した。

また、本研究はレバノン文化省考古総局の全面的な協力の もとに実施し、在日本 レバノン

大使館、日本外務省中東一課、在 レバノン日本大使館等の助言 ・支援をいただいた。記して

感謝申し上げます。
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